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学化された人間がやって来たのか？」（De Vos 2013: 12）という問いに表されるように、変
化の時間軸的なプロセスが曖昧になるほか、両者の境界や区別も恣意的なものにならざる
をえなくなるところにある。そのため、心理学化の影響を完全に免れた心理的人間を想定す
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6 平井（2015）は、薬物事犯者に対する処遇としての認知行動療法（Correctional Cognitive Behavior 
Therapy on Drug treatment : CCBTD）の事例研究から、心理学的な技法の一つである CCBTD が、「社
会的なもの」を無視するのではなくむしろ、「『社会的なもの』を重視し活用したうえでそれを自己コント
ロールの対象（“対処”されるべき経験）に設定するような――「『社会的なもの』の自己コントロール」を
























そこには精神や主観といった領域が浸透している」（De Vos 2013: 86）ことに自覚的だったほか、彼の問





















上させるための情報やツールの流行（Rose and Abi-Rached 2013）や、人間の性向や特性の「真理」や
「本性」を可視化する技術として、脳機能イメージング技術が米国において熱狂的に迎え入れたこと
（Dumit 2004, Joyce 2008）が具体例として挙げられる。 


































現象としてのそれ」（Bellah et al. 1985=1991: 137）および「心理的なトラブルをどう癒すかの方法とし
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である（Pickersgill and Keulen 2012）。特に統合失調症とうつ病においては、脳のイメージング技術に
よって疾患カテゴリーが再定義され、脳神経科学的な基盤を持つ疾患として捉えられるようになったほ
か、「脳障害の世界的負荷（global burden of distress）」の問題としても議論されるようになった
（Pickersgill and Keulen 2012）。さらに後述する精神科薬物療法以外の、脳を対象とする治療技術とし
て、近年では脳深部刺激療法（Deep Brain Stimulation: DBS）の適用が社会科学的な考察対象として研
究されている。B・ムートゥ（2011）は、フランスにおけるパーキンソン病および治療抵抗性強迫性障害
（Obsessive Compulsive Disorder: OCD）患者に対する DBS の適用が、患者の自己定義にもたらす影響
を考察している。特に後者の OCD 患者については、病の原因を過去の対人関係やライフイベントが引き









23 ローズとアビ・ラチド（2010, 2013）によれば神経分子のまなざしの誕生は 1960 年代に、生物学や化
学、生物物理学といった「脳・精神・行動を探究する思考・実践・知識の異なるスタイルを『ハイブリッ
ド化』することや、神経システムの領域における還元主義的で主に分子を対象とするアプローチの導入
が、慧眼であり有用なことが判明した」（Rose and Abi-Rached 2010: 31）できごとに端を発するとい
う。 
文献 
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